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(57)【要約】
　　【課題】　焦点板上に形成された被写体像と表示体
に表示した表示情報の双方を、同一視野で広視野角かつ
鮮明に観察することができる小型のファインダー光学系
を得ること。
　　【解決手段】　所定面上に形成された被写体像に基
づく光束を、正立像形成部材と、光軸に対して傾斜した
２つの光学面とを通過させて、接眼レンズに導光する観
察光学系と、正立像形成部材の近傍に設けられた第１表
示体からの光束を２つの光学面で反射させて接眼レンズ
に導光する表示光学系とを有し、観察光学系と表示光学
系により被写体像と第１表示体に表示された表示情報を
同一視野で観察するファインダー光学系において、表示
光学系は、第１表示体より観察側へ順に、正の屈折力の
第１レンズ、光入射面から入射した光束を反射して光出
射面より出射させる内面反射面を有する光学プリズム、
正の屈折力の第２レンズとを有すること。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定面上に形成された被写体像に基づく光束を、正立像形成部材と、光軸に対して傾斜
した２つの光学面とを通過させて、接眼レンズに導光する観察光学系と、前記正立像形成
部材の近傍に設けられた第１表示体からの光束を前記２つの光学面で反射させて前記接眼
レンズに導光する表示光学系とを有し、前記観察光学系と前記表示光学系により前記被写
体像と前記第１表示体に表示された表示情報を同一視野で観察するファインダー光学系に
おいて、
　前記表示光学系は、前記第１表示体より観察側へ順に、正の屈折力の第１レンズ、光入
射面から入射した光束を反射して光出射面より出射させる内面反射面を有する光学プリズ
ム、正の屈折力の第２レンズとを有することを特徴とするファインダー光学系。
【請求項２】
　前記第１レンズの焦点距離をｆ１、前記第２レンズの焦点距離をｆ２とするとき、
　　　０．４＜ｆ２／ｆ１＜１．８
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項１に記載のファインダー光学系。
【請求項３】
　前記第２レンズの焦点距離をｆ２、前記第１レンズと前記第２レンズの光軸方向の主点
間隔をＨ１、前記第２レンズと、前記接眼レンズを構成するレンズの中で前記正立像形成
部材の最も近くに配置されたレンズとの光軸方向の主点間隔をＨ２とするとき、
　　　１．０＜ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）＜１１．５
なる条件式を満たすことを特徴とする請求項１又は２に記載のファインダー光学系。
【請求項４】
　前記所定面の近傍に第２表示体が配置されており、前記第２表示体に表示される表示情
報の視度と、前記表示光学系の第１表示体に表示される表示情報の視度は一致しているこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のファインダー光学系。
【請求項５】
　前記所定面上に形成された被写体像の視度と、前記表示光学系の第１表示体の表示情報
の視度は一致していることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のファイン
ダー光学系。
【請求項６】
　前記２つの光学面のうち少なくとも一方のレンズ面は、ハーフミラーまたはダイクロイ
ックミラーから構成されることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のファ
インダー光学系。
【請求項７】
　前記２つの光学面は、それぞれ１つの透明部材より形成されており、前記所定面上に形
成された被写体像からの光束は、前記２つの光学面のうち第１の光学面、第２の光学面の
順に通過して前記接眼レンズに入射し、前記第１表示体からの光束は、前記第２の光学面
、前記第１の光学面の順で反射した後、前記第２の光学面を通過して前記接眼レンズに入
射することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のファインダー光学系。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載のファインダー光学系と、該ファインダー光学系
の所定面上に被写体像を形成する撮像光学系と、該撮像光学系によって形成される像を受
光する撮像手段とを有することを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一眼レフカメラ等に用いられるファインダー光学系において焦点板上に形成
された被写体像と表示体に表示した表示情報の双方を共通の接眼光学系を介して同一視野
で観察する際に好適なものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、一眼レフカメラに用いられるファインダー光学系として、撮影レンズによって焦
点板に結像された被写体像に表示体で表示した測距位置などの表示情報を重ねて表示する
。そして双方を同一視野で観察するようにしたファインダー光学系が知られている（特許
文献１、２）。
【０００３】
　特許文献１ではペンタプリズム（正立像の形成部材）と接眼光学系の間にハーフミラー
もしくはダイクロミラーを含むプリズムを配置している。そしてプリズムを介して焦点板
上に形成された被写体像に表示体に表示した測距点枠を重畳させて双方を同一視野で観察
するファインダー系を開示している。特許文献２ではペンタプリズムの被写体側面から光
路合成部材を用いて表示体に表示した表示情報からの光束をペンタプリズム内に導光して
いる。そして焦点板に形成した被写体像と表示体に表示した表示情報の双方を重畳させて
双方を同一視野で観察するファインダー光学系を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２３７６５９号公報
【特許文献２】特開２００９－３２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　焦点板に形成された被写体像と表示体に表示された表示情報の双方を同一視野で観察す
るファインダー光学系では、表示体の表示範囲が拡大すると、例えば表示光学系の視野角
が１５度以上と広くなると、光路を分割する光学面が大きくなる。この結果、表示光学系
が高さ方向に高くなり、ファインダー光学系が大型化してくる。
【０００６】
　更に表示光学系から非点収差、像面湾曲、歪曲収差などの諸収差が多く発生し、表示情
報を観察する際に解像力が低下し、鮮明なる観察が困難になってくる。ファインダー光路
中にファインダー光軸に対して傾斜した光学面を配置して光路を分割する方法は、ファイ
ンダー光学系の小型化を図るのが容易である。しかしながら焦点板に形成した被写体像に
表示体の表示情報を重ねて表示し、双方を同一視野で観察するには表示光学系の構成を適
切に設定する必要がある。
【０００７】
　本発明は、焦点板上に形成された被写体像と表示体に表示した表示情報の双方を、同一
視野で広視野角かつ鮮明に観察することができる小型のファインダー光学系の提供を目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明のファインダー光学系は、所定面上に形成された被写体像に基づく光束を、正立
像形成部材と、光軸に対して傾斜した２つの光学面とを通過させて、接眼レンズに導光す
る観察光学系と、前記正立像形成部材の近傍に設けられた第１表示体からの光束を前記２
つの光学面で反射させて前記接眼レンズに導光する表示光学系とを有し、前記観察光学系
と前記表示光学系により前記被写体像と前記第１表示体に表示された表示情報を同一視野
で観察するファインダー光学系において、
　前記表示光学系は、前記第１表示体より観察側へ順に、正の屈折力の第１レンズ、光入
射面から入射した光束を反射して光出射面より出射させる内面反射面を有する光学プリズ
ム、正の屈折力の第２レンズとを有することを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、焦点板上に形成された被写体像と表示体に表示した表示情報の双方を
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、同一視野で広視野角かつ鮮明に観察することができる小型のファインダー光学系が得ら
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の各実施例に係るファインダー光学系を備えた撮像装置の概略図
【図２】本発明の各実施例に係るファインダー光学系の構成を示す斜視図
【図３】本発明の各実施例に係るファインダー光学系による表示情報の表示例
【図４】本発明の実施例１に係る観察光学系の光軸に沿った展開図
【図５】本発明の実施例１に係る観察光学系の収差図
【図６】本発明の実施例１に係る表示光学系の光軸に沿った展開図
【図７】本発明の実施例１に係る表示光学系の収差図
【図８】本発明の実施例２に係る表示光学系の光軸に沿った展開図
【図９】本発明の実施例２に係る表示光学系の収差図
【図１０】本発明の実施例３に係る表示光学系の光軸に沿った展開図
【図１１】本発明の実施例３に係る表示光学系の収差図
【図１２】本発明の実施例４に係る観察光学系の光軸に沿った展開図
【図１３】本発明の実施例４に係る観察光学系の収差図
【図１４】本発明の実施例４に係る表示光学系の光軸に沿った展開図
【図１５】本発明の実施例４に係る表示光学系の収差図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に本発明の好ましい実施の形態を添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発明の
ファインダー光学系は、撮像光学系によって焦点板等の所定面上に形成された被写体像に
基づく光束を、正立像形成部材と、光軸に対して傾斜した２つの光学面とを通過させて、
接眼レンズに導光する観察光学系を有する。更に正立像形成部材の近傍に設けられた第１
表示体からの光束を２つの光学面で反射させて接眼レンズに導光する表示光学系とを有す
る。そして観察光学系と表示光学系により被写体像と第１表示体に表示された表示情報を
同一視野で観察する。
【００１２】
　図１は本発明の各実施例のファインダー光学系を備えた撮像装置の要部概略図である。
図２は、図１を観察者側の眼の右上部からファインダー光学系を俯瞰した概略図である。
図１に示す撮像装置では、撮像光学系１によって被写体像をクイックリターンミラー２を
介して焦点板（所定面）３に形成している。被写体像を撮像するときはクイックリターン
ミラー２が回動し、像面ＩＰに配置した撮像素子に被写体像が形成される。そして撮像素
子によって受光される。
【００１３】
　本実施例のファインダー光学系は観察光学系と表示光学系を有する。このうち観察光学
系の光路は次のとおりである。撮影レンズ１によって形成される被写体像は、可動ミラー
２を通り、焦点板３の拡散面上（所定面上）に形成する。所定面に形成した被写体像に基
づく光束は、コンデンサーレンズ４、ペンタダハプリズムよりなる正立像の形成部材５を
通る。そして観察光学系の光軸Ｆａに対して互いに異なる方向に傾いた２つの光学面６ｃ
、６ｂを有するプリズム（透明部材）６と接眼光学系７を通って観察者の目（瞳）Ｅａに
至る。ここで光学面６ｃは第１光学面であり、光学面６ｂは第２光学面である。
【００１４】
　本実施例においては、焦点板３、コンデンサーレンズ４、正立像の形成部材５、プリズ
ム（透明部材）６、接眼光学系７等の各部材は観察光学系を構成する。尚、焦点板３の近
傍に第２表示体１２を配置し、第２表示体１２に表示した表示情報を焦点板３に形成した
被写体像と同視野で観察しても良い。Ｆａは観察光学系の光軸である。またファインダー
光学系の一部を構成する表示光学系の光路は次のとおりである。
【００１５】
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　正立像の形成部材５の近傍に配置された表示体８に表示された表示情報からの光束は、
第１レンズ９、光学プリズム１０、第２レンズ１１を通って、プリズム６の光学面（光入
射面）６ａを透過する。その後、観察光学系の光軸Ｆａに対してそれぞれ異なる方向に傾
斜した２つの光学面（第２光学面）６ｂ、光学面（第１光学面）６ｃの順に反射し、次い
で光学面６ｂを透過して、接眼光学系７を通って観察者の目（瞳）Ｅａに至る。
【００１６】
　本実施例においては、表示体８、第１レンズ９、光学プリズム１０、第２レンズ１１、
プリズム６、接眼光学系７等の各部材は表示光学系を構成する。Ｆｂは表示光学系の光軸
である。尚、本実施例においては、観察光学系の第２表示体１２の視度と、表示光学系の
第１表示体８の表示情報の視度は一致している。
【００１７】
　プリズム体６は表示光学系からの光束が入射する入射面６ａ、観察光学系の光軸Ｆａに
対して互いに異なった方向に傾いた２つの光学面６ｂ、６ｃを有する。光学面６ｂは入射
面６ａから入射した光束を全反射する全反射面又は特定の波長域の光束を反射させるダイ
クロイック面より構成される。光学面６ｃはハーフミラー、又は特定の波長域の光束を反
射させるダイクロイック面より構成されている。
【００１８】
　本実施例において２つの光学面６ｂ、６ｃのうち少なくとも一方の光学面はハーフミラ
ー又はダイクロイックミラーである。プリズム体６の光学面６ｃを可視光の特定の波長域
（例えば６５０ｎｍ以上）を反射し、残りの可視光は透過させるダイクロイックミラーで
構成したときの光路は次のとおりである。このとき観察光学系としての焦点板３からの光
束であって正立像の形成部材５から出射する光束のうち、可視光の大部分（例えば６５０
ｎｍ以下）はプリズム体６の光学面６ｃ、光学面６ｂを透過した接眼レンズ７に入射し、
被写体像の観察用に用いられる。
【００１９】
　一方、表示光学系としての表示体８の表示情報からの光束はプリズム体６の光入射面６
ａから入射し、光学面６ｂで全反射する。そして全反射した光束のうち可視光の特定の波
長域（例えば６５０ｎｍ以上）は光学面６ｃで反射して光学面６ｂを透過した接眼レンズ
７に入射し、表示体８の観察用に用いられる。
【００２０】
　プリズム体６の光学面６ｃをハーフミラーより構成したときの光路は次のとおりである
。このとき観察光学系としての焦点板３からの光束であって、正立像の形成部材５から出
射する光束の一部は光学面６ｃを透過し、その後光学面６ｂを透過して接眼レンズ７に入
射し被写体像の観察に用いられる。表示光学系としての表示体８からの光束はプリズム体
６の光入射面６ａから入射し、光学面６ｂで全反射し、全反射した光束の一部は光学面６
ｃで反射し、その後光学面６ｂを透過して接眼レンズ７に入射し、表示体８の観察用に用
いられる。
【００２１】
　プリズム６の一部を構成する光学面６ｂを反射する光の波長域が入射角度により異なる
ダイクロイックミラー、光学面６ｃを可視光の特定の波長域（例えば６５０ｎｍ以上）を
反射し、残りの可視光は透過させるダイクロイックミラーより構成しても良い。このとき
表示体８からの光束のうち可視光の特定の波長域（例えば６５０ｎｍ以上）は光学面６ｂ
、光学面６ｃで反射させ、次いで光学面６ｂでは透過させる。一方、焦点板３からの可視
光の大部分（例えば６５０ｎｍ以下）は光学面６ｂ、光学面６ｃを通過する。その結果、
ファインダー光学系を明るく保つことが容易となる。
【００２２】
　図３（ａ）は第１表示体８を赤い測距枠１３とし被写体像２０と重畳させて表示する場
合であり、被写体像２０と測距枠１３の双方の視認性が良い。また、図３（ｂ）は光学面
６ｃをハーフミラー、光学面６ｂを全反射面として用いたときの第１表示体８に各種メニ
ュー等の情報体１４を表示し、被写体像２０と情報体１４の双方を重畳させて観察する場
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合を示している。
【００２３】
　表示光学系の一部を構成する光学プリズム１０は内部に１つの反射面１０ａを有してお
り、表示体８からの光束を内面反射している。表示体８と第１レンズ９は正立像の形成部
材５の反射面５ａ近傍に配置されている。これによって、ファインダー光学系の高さを抑
えて、さらには表示体８と図示されていないカメラの他部品、例えばアクセサリーシュー
が干渉して、カメラが高さ方向に大型化することを軽減している。
【００２４】
　図４は実施例１の観察光学系の光路を展開したときのレンズ断面図である。図５（ａ）
、（ｂ）、（ｃ）は実施例１の観察光学系の－１ｄｐｔ（ディオプター）、－３ｄｐｔ、
１ｄｐｔのときの収差図である。図６は実施例１の表示光学系の光路を展開したときのレ
ンズ断面図である。図７（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は実施例１の表示光学系の－１ｄｐｔ、
－３ｄｐｔ、１ｄｐｔのときの収差図である。図８は実施例２の表示光学系の光路を展開
したときのレンズ断面図である。図９（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は実施例２の表示光学系の
－１ｄｐｔ、－３ｄｐｔ、１ｄｐｔのときの収差図である。
【００２５】
　実施例２の観察光学系のレンズ断面図と収差図は図４、図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の
実施例１と同じである。図１０は実施例３の表示光学系の光路を展開したときのレンズ断
面図である。図１１（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は実施例３の表示光学系の－１ｄｐｔ、－３
ｄｐｔ、１ｄｐｔのときの収差図である。実施例３の観察光学系のレンズ断面図と収差図
は図４、図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）の実施例１と同じである。
【００２６】
　図１２は実施例４の観察光学系の光路を展開したときのレンズ断面図である。図１３（
ａ）、（ｂ）、（ｃ）は実施例４の観察光学系の－１ｄｐｔ（ディオプター）、－３ｄｐ
ｔ、１ｄｐｔのときの収差図である。図１４は実施例４の表示光学系の光路を展開したと
きのレンズ断面図である。図１５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は実施例４の表示光学系の－１
ｄｐｔ、－３ｄｐｔ、１ｄｐｔのときの収差図である。
【００２７】
　各レンズ断面図における各付番に示した部材は図１に示した各付番に示した部材に対応
している。
【００２８】
　収差図は球面収差、非点収差、歪曲収差を示す。なお球面収差を表す図において実線の
ｄはｄ線（波長５８７．６ｎｍ）、二点鎖線のＦはＦ線（波長４８６．１ｎｍ）である。
また表示光学系に用いられる可視光として波長６８５ｎｍを示している。ｈは観察者の瞳
Ｅａにおける瞳径の半分である。また非点収差図において実線のＳはサジタル像面、破線
のＭはメリディオナル像面における値を示す。ωは視度が－１ディオプター（標準視度）
時の接眼レンズ７の見かけ視野（画角）を示す。
【００２９】
　本発明のファインダー光学系は観察光学系と表示光学系を有する。このうち、表示光学
系は、第１表示体８より観察側へ順に、正の屈折力の第１レンズ９、光入射面から入射し
た光束を反射して光出射面より出射させる内面反射面を有する光学プリズム１０、正の屈
折力の第２レンズ１１とを有する。
【００３０】
　そして第１レンズ９の焦点距離をｆ１、第２レンズ１１の焦点距離をｆ２とするとき、
　　　０．４＜ｆ２／ｆ１＜１．８　　・・・（１）
なる条件式を満足している。
【００３１】
　条件式（１）は、第１レンズ９の焦点距離ｆ１と第２レンズ１１の焦点距離ｆ２の比に
関する。条件式（１）は、ファインダー光学系が高さ方向に大型化するのを防ぎつつ、表
示体８の表示情報を精細に広い視野角で観察するためのものである。条件式（１）の下限
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値を下回ると、表示光学系で観察される表示体８の表示情報の拡大倍率が小さく視野角が
狭くなる。一方、条件式（１）の上限値を上回ると、第１レンズ９と光学プリズム１０が
増大して、ファインダー光学系が高さ方向に大型化する。さらには、表示光学系の像面湾
曲、非点収差が増大し、良好なる観察が困難になる。
【００３２】
　さらに、各実施例では第１レンズ９と第２レンズ１１の光路を展開したときの光軸方向
の主点間隔をＨ１、第２レンズ１１と、接眼レンズ７を構成するレンズの中で正立像形成
部材５の最も近くに配置されたレンズの光路を展開する。光軸方向の主点間隔をＨ２とす
る。このとき、
　　　１．０＜ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）＜１１．５　　　・・・（２）
なる条件式を満足している。
【００３３】
　この条件式（２）は、表示光学系の表示体８の表示情報の視度が焦点板３もしくは第２
表示体１２の表示情報と一致又は略一致させつつ、表示光学系の諸収差を軽減しつつ視野
角が大きくなるようにするためのものである。条件式（２）の下限値を下回ると、表示光
学系で観察される表示体８の表示情報の拡大倍率が小さく視野角が狭くなる。条件式（２
）の上限値を上回ると、表示光学系の像面湾曲、非点収差が増大し、良好なる観察が困難
になる。
【００３４】
　各実施例において更に好ましくは条件式（１）、（２）の数値範囲を次の如く設定する
のが良い。
　　　０．４５＜ｆ２／ｆ１＜１．７０　　　　　　　・・・（１ａ）
　　　３．０＜ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）＜１１．０　　　・・・（２ａ）
【００３５】
　本実施例においては、焦点板３の近傍に第２表示体１２が配置されており、第２表示体
１２に形成された被写体像の視度と第１表示体８の表示情報の視度が一致又は略一致して
いる。尚、本実施例においては、第２表示体１２がなく、焦点板３を観察する観察光学系
の視度と、第１表示体８の視度が一致するようにしても良い。
【００３６】
　次に各実施例の観察光学系と表示光学系の数値データを示す。数値データにおいてｉは
以下全て焦点板３の表示面又は第１表示体８の表示面からの第ｉ番目の光学面を示す。
【００３７】
　数値データを示す表において、「ｒｉ」は焦点面又は第１表示体８の表示面を基準に第
ｉ番目の光学面の近軸曲率半径を示し、「ｄｉ」は第ｉ番目の面と第ｉ＋１番目の面との
間の軸上面間隔を示す。さらに、「Ｎｉ」は第ｉ番目の硝材のｄ線（波長＝５７８．６ｎ
ｍ）に対する屈折率を示し、「νｉ」は第ｉ番目の硝材のｄ線に対するアッベ数を示す。
【００３８】
　観察光学系の数値データにおいてｒｉは焦点面、ｒ２、ｒ３は第２表示体１２の光学面
、ｒ４、ｒ５はコンデンサーレンズ４の光学面、ｒ６、ｒ７、ｒ８は正立像の形成部材（
ペンタダハプリズム）５の光入射面と反射面と光出射面に相当している。ｒ９乃至ｒ１６
は接眼光学系７の各光学面に相当している。
【００３９】
　表示光学系の数値データにおいて、ｒ１、ｒ２は第１表示体８の光学面、ｒ３、ｒ４は
第１レンズ９の光学面、ｒ５、ｒ６は光学プリズム１０の光入射面と光出射面、ｒ７、ｒ
８は第２レンズ１１の光学面に相当している。ｒ９、ｒ１０はプリズム６の光入射面と光
出射面、ｒ１１乃至ｒ１８は接眼光学系７の各光学面に相当している。
【００４０】
　なお、表中では、記載されている長さの単位は、特記の無い場合［ｍｍ］が使われてい
る。ただし、光学系は、比例拡大または比例縮小しても同等の光学性能が得られるので、
単位は［ｍｍ］に限定されることなく、他の適当な単位を用いることが出来る。なお、各
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数値データにおいて近軸曲率半径の欄に回転対称非球面と書かれている面は次の数１式に
よって定義される回転対称非球面形状である。
【００４１】
【数１】

【００４２】
　なお、数１式において、xはレンズ面の頂点からの光軸方向の距離、hは光軸と垂直な方
向の高さ、Rはレンズ面の頂点での近軸曲率半径、kは円錐定数、c2、c4、c6、c8、c10は
多項式係数である。表１及びその他の非球面係数を示す表において、「Ｅ－ｉ」は１０を
底とする指数表現、すなわち「１０－ｉ」を表している。また前述した条件式（１）、（
２）の値を表１に示す。
【００４３】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【００４４】
　　［実施例１］
＜観察光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ     ω
       42.48         35.29°
 
数値データ
   近軸曲率半径     軸上面間隔     屈折率(Nd)      アッベ数(νd)
  r1 =  ∞         d1  = 1.05          
  r2 =  ∞         d2  = 1.22       N2 = 1.52       ν2 = 60.00
  r3 =  ∞         d3  = 2.51          
  r4 =  -131.94    d4  = 4.25       N4 = 1.80       ν4 = 46.57
  r5 =   -57.15    d5  = 0.67          
  r6 =  ∞         d6 = 94.71       N6 = 1.66       ν6 = 50.88
  r7 =  ∞         d7 = 10.08       N7 = 1.66       ν7 = 50.88
  r8 =  ∞         d8  = 1.10          
  r9 =  -357.23    d9  = 1.30       N9 = 1.85       ν9 = 23.78
  r10 =   42.88    d10 = 可変          
  r11 =   43.21    d11 = 4.36       N11 = 1.80      ν11 = 46.58
  r12 =  -60.45    d12 = 可変     　     　
  r13 =   19.11    d13 = 4.34       N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 =  136.65    d14 = 0.80          
  r15 =-1577.55    d15 = 1.00       N15 = 1.70      ν15 = 41.24
  r16 =   15.91    d16 = 20.00     　     　
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]    -1.00     -3.00     +1.00
      d10             3.06      1.51      4.60
      d12             3.04      4.59      1.50
　　 
【００４５】
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＜表示光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ１     ω
       7.32            18.29°
 
数値データ
近軸曲率半径          軸上面間隔     屈折率(Nd)       アッベ数(νd)
  r1 =  ∞            d1 = 0.65       N1 = 1.49       ν1 = 57.40
  r2 =  ∞            d2 = 1.70          
  r3 = 回転対称非球面 d3 = 2.32       N2 = 1.54       ν2 = 56.00
  r4 = 回転対称非球面 d4 = 0.70          
  r5 =  ∞            d5 =18.82       N5 = 1.57       ν5 = 34.00
  r6 =  ∞            d6 = 0.40          
  r7 = 回転対称非球面 d7 = 3.20       N8 = 1.63       ν8 = 23.90
  r8 = 回転対称非球面 d8 = 0.30          
  r9 =   ∞           d9 =29.07       N9 = 1.66       ν9 = 50.88
  r10 =  ∞           d10 = 1.10          
  r11 = -357.23       d11 = 1.30      N11 = 1.85      ν11 = 23.78
  r12 =   42.88       d12 = 可変          
  r13 =   43.21     　d13 = 4.36      N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 =  -60.45       d14 = 可変     　     　
  r15 =   19.11       d15 = 4.34      N15 = 1.80      ν15 = 46.58
  r16 =  136.65       d16 = 0.80          
  r17 =-1577.55     　d17 = 1.00      N17 = 1.70      ν17 = 41.24
  r18 =   15.91     　d18 =20.00     　     　
 
非球面係数
r3   R=44.21    k=-3.63E+00    c2=0.00   c4=-1.55E-04   c6=0.00
     c8=0.00        c10=0.00
r4   R=-15.41   k=8.61E-02     c2=0.00   c4=7.05E-06    c6=4.63E-06
     c8=-1.60E-07   c10=0.00
r7   R=-311.21  k=-5.69E+02    c2=0.00   c4=1.45E-05    c6=-2.09E-07
     c8=0.00        c10=0.00
r8   R=-18.41   k=1.25E+00     c2=0.00   c4=5.40E-05    c6=-2.25E-07
     c8=2.37E-09    c10=-1.67E-12
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]    -1.00     -3.00     +1.00
       d12            3.06      1.51      4.60
       d14            3.04      4.59      1.50
　　 
条件式
        条件式                  値
（１）ｆ２／ｆ１                 1.43
（２）ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）       8.00
 
【００４６】
　　［実施例２］
＜表示光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ１     ω
      7.32             18.11°
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数値データ
近軸曲率半径          軸上面間隔       屈折率(Nd)       アッベ数(νd)
  r1 = ∞             d1 = 0.65       N1 = 1.49       ν1 = 57.40
  r2 = ∞             d2 = 1.70          
  r3 = 回転対称非球面 d3 = 2.32       N2 = 1.63       ν2 = 23.90
  r4 = 回転対称非球面 d4 = 0.70          
  r5 = ∞             d5 =18.82       N5 = 1.49       ν5 = 57.40
  r6 = ∞             d6 = 0.40          
  r7 = 回転対称非球面 d7 = 3.20       N8 = 1.63       ν8 = 23.90
  r8 = 回転対称非球面 d8 = 0.30          
  r9 =  ∞            d9 =29.07       N9 = 1.66       ν9 = 50.88
  r10 = ∞            d10 = 1.10          
  r11 = -357.23       d11 = 1.30      N11 = 1.85      ν11 = 23.78
  r12 =   42.88       d12 = 可変          
  r13 =   43.21     　d13 = 4.36      N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 =  -60.45       d14 = 可変     　     　
  r15 =   19.11       d15 = 4.34      N15 = 1.80      ν15 = 46.58
  r16 =  136.65       d16 = 0.80          
  r17 =-1577.55     　d17 = 1.00      N17 = 1.70      ν17 = 41.24
  r18 =   15.91     　d18 =20.00     　     　
 
非球面係数
r3      R =-81.57      k =-1.86E+01       c2=0.00       c4=1.10E-04
        c6=0.00        c8=0.00            c10=0.00
r4      R =-11.43      k =-7.11E-01       c2=0.00       c4=1.58E-05
        c6=5.31E-06    c8=-1.39E-07       c10=0.00
r7      R =-134.17      k =-2.06E+02      c2=0.00       c4=1.56E-05
        c6=-4.98E-08    c8=0.00           c10=0.00
r8      R =-18.28       k =1.19E+00       c2=0.00       c4=5.50E-05
        c6=-1.01E-07    c8=2.35E-09       c10=2.20E-12
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]    -1.00     -3.00     +1.00
       d12            3.06      1.51      4.60
       d14            3.04      4.59      1.50
　　 
条件式
      条件式                    値
（１）ｆ２／ｆ１                 1.61
（２）ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）       9.49
 
【００４７】
　　［実施例３］
＜表示光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ１     ω
      7.32             18.84°
　　 
数値データ
近軸曲率半径          軸上面間隔     屈折率(Nd)      アッベ数(νd)
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  r1 = ∞             d1 = 0.65       N1 = 1.49       ν1 = 57.40
  r2 = ∞             d2 = 1.70          
  r3 = 回転対称非球面 d3 = 2.32       N2 = 1.63       ν2 = 23.90
  r4 = 回転対称非球面 d4 = 0.70          
  r5 = ∞             d5 = 18.82      N5 = 1.80       ν5 = 46.58
  r6 = ∞             d6 = 0.40          
  r7 = 回転対称非球面 d7 = 3.40       N8 = 1.77       ν8 = 49.24
  r8 = 回転対称非球面 d8 = 0.30          
  r9 = ∞             d9 = 29.07      N9 = 1.66       ν9 = 50.88
  r10 = ∞            d10 = 1.10          
  r11 = -357.23       d11 = 1.30      N11 = 1.85      ν11 = 23.78
  r12 =   42.88       d12 = 可変          
  r13 =   43.21       d13 = 4.36      N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 =  -60.45       d14 = 可変     　     　
  r15 =   19.11       d15 = 4.34      N15 = 1.80      ν15 = 46.58
  r16 =  136.65       d16 = 0.80          
  r17 =-1577.55       d17 = 1.00      N17 = 1.70      ν17 = 41.24
  r18 =   15.91       d18 = 20.00     　     　
 
非球面係数
r3      R =-73.59      k =-1.21E+00       c2=0.00       c4=1.16E-04
        c6=0.00        c8=0.00            c10=0.00
r4      R =-22.79      k =-2.22E+00       c2=0.00       c4=1.72E-04
        c6=7.83E-06    c8=-2.17E-07       c10=0.00
r7      R =-104.85     k =-4.34E+01       c2=0.00       c4=3.72E-05
        c6=-1.22E-07   c8=0.00            c10=0.00
r8      R =-17.42      k =8.63E-01        c2=0.00       c4=5.26E-05
        c6=-2.95E-08   c8=1.74E-09        c10=6.63E-13
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]    -1.00     -3.00     +1.00
       d12            3.06      1.51      4.60
       d14            3.04      4.59      1.50
　　 
条件式
      条件式                     値
（１）ｆ２／ｆ１                 0.52
（２）ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）        4.48
 
【００４８】
　　［実施例４］
＜観察光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ     ω
       26.63         30.00°
 
数値データ
近軸曲率半径     軸上面間隔     屈折率(Nd)      アッベ数(νd)
  r1 = ∞       d1  = 1.05          
  r2 = ∞       d2  = 1.22       N2 = 1.52       ν2 = 60.00
  r3 = ∞       d3  = 1.53          
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  r4 = -131.00  d4  = 2.50       N4 = 1.80       ν4 = 46.57
  r5 =  -57.00  d5  = 0.67          
  r6 = ∞       d6 = 81.85       N6 = 1.66       ν6 = 50.88
  r7 = ∞       d7 = 10.00       N7 = 1.66       ν7 = 50.88
  r8 = ∞       d8  = 0.50          
  r9 =  131.11  d9  = 1.00       N9 = 1.85       ν9 = 23.78
  r10 =  41.98  d10 = 可変          
  r11 =  39.36  d11 = 4.58       N11 = 1.80      ν11 = 46.58
  r12 = -60.01  d12 = 可変     　     　
  r13 =  17.19  d13 = 4.29       N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 =  55.89  d14 = 1.14          
  r15 = 169.37  d15 = 1.86       N15 = 1.83      ν15 = 37.16
  r16 =  14.49  d16 =24.00     　     　
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]    -1.00     -3.00     +1.00
      d10             2.23      0.50      4.00
      d12             2.22      3.95      0.45
　　 
【００４９】
＜表示光学系　全体緒元＞
画像表示面対角長Ｌ１     ω
        7.32          18.29°
　　 
数値データ
近軸曲率半径          軸上面間隔      屈折率(Nd)      アッベ数(νd)
  r1 = ∞            d1 = 0.65        N1 = 1.49       ν1 = 57.40
  r2 = ∞            d2 = 1.70          
  r3 = 回転対称非球面d3 = 2.32        N2 = 1.54       ν2 = 56.00
  r4 = 回転対称非球面d4 = 0.70          
  r5 = ∞            d5 = 18.00       N5 = 1.53       ν5 = 56.00
  r6 = ∞            d6 = 0.40          
  r7 = 回転対称非球面d7 = 3.20        N8 = 1.63       ν8 = 23.90
  r8 = 回転対称非球面d8 = 0.30          
  r9 =  ∞           d9 = 28.00       N9 = 1.66       ν9 = 50.88
  r10 = ∞           d10 = 0.50          
  r11 = 131.11       d11 = 1.00       N11 = 1.85      ν11 = 23.78
  r12 =  41.98       d12 = 可変          
  r13 =  39.36     　d13 = 4.58       N13 = 1.80      ν13 = 46.58
  r14 = -60.01       d14 = 可変     　     　
  r15 =  17.19       d15 = 4.29       N15 = 1.80      ν15 = 46.58
  r16 =  55.89       d16 = 1.14          
  r17 = 169.37     　d17 = 1.86       N17 = 1.83      ν17 = 37.16
  r18 =  14.49     　d18 = 24.00     　     　
 
非球面係数
r3      R =-207.46      k =-1.70E+02       c2=0.00       c4=4.79E-05
        c6=0.00         c8=0.00            c10=0.00
r4      R =-17.00       k =-9.40E+00       c2=0.00       c4=3.13E-05
        c6=6.58E-07     c8=-1.38E-07       c10=0.00
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r7      R =-146.95      k =-4.44E+02       c2=0.00       c4=3.51E-05
        c6=-2.05E-07    c8=0.00            c10=0.00
r8      R =-18.93       k =9.51E-01        c2=0.00       c4=5.53E-05
        c6=-1.28E-07    c8=1.98E-09        c10=-8.08E-12
 
可変間隔
視度[ディオプタ-]     -1.00     -3.00     +1.00
      d10             2.23      0.50      4.00
      d12             2.22      3.95      0.45
　　 
条件式
        条件式                    値
（１）ｆ２／ｆ１                   0.99
（２）ｆ２／（Ｈ２－Ｈ１）         10.56
 
 
【００５０】
【表１】

【符号の説明】
【００５１】
１　撮影レンズ　　　２　可動ミラー　　　３　焦点板　　　４　コンデンサーレンズ
５　正立像の形成部材　　　６　プリズム　　　６ａ　光学面　　　６ｂ　光学面
６ｃ　光学面　　　７　接眼光学系　　　８　第１表示体　　　９　第１レンズ
１０　光学プリズム　　　１１　第２レンズ　　　１２　第２表示体
１３　測距枠表示　　　１４　情報表示　　　Ｆａ　観察光学系の光軸
Ｆｂ　表示光学系の光軸　　　ＩＰ　撮像手段
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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